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穏やかな日差しにいつしか春の訪れを感じる季節になりました。３月２０日には、加太小学校での思い出を

胸に、４名の卒業生が巣立っていきます。６年生は、歴史と伝統を誇る加太小を一段と輝くものにしてくれまし

た。全校児童と教職員が楽しめる遊びを考え、運営してくれた全校遊び。１年生に跳び方を優しく教えてくれ

た業前なわとび。一人ひとりの意見を聞きながら、グループの意見としてまとめ、交流し合った人権集会。英語

でのやりとりを楽しんでいた外国語科の時間。４人が友情を深めた思い出に残る修学旅行。振り返ると、６年

生児童たちの様々な姿が思い起こされます。 

毎日の学校生活においても、下級生によいお手本をみせてくれました。明るく元気な学校にしようと考え、毎

朝取り組んでくれたあいさつ運動。５・６年生が中心となり、継続して取り組んできたことは、これからもみんな

に受け継がれていくことでしょう。 

現在、６年生は、卒業式を「最後の授業」と考え、これまで教わってきたことの全て

を出し切るために、卒業式に成長した頼もしい姿を保護者の方、地域の方、在校生、

教職員に見てもらおうと卒業式練習に励んでいます。 

卒業式では、これまで加太小学校をリードしてくれた６年生が小学校生活最後に

立派な晴れ姿を見せてくれるものと期待しています。 

    

 

三栄林産様から卒業証書の額をいただきました 
   

３月１４日（火）に三栄林産様から卒業証書を入れる額をいただきました。地元加太のヒノキ材を使って、地

元の方の技術で作成した卒業証書の額です。 

  三栄林産様より卒業証書の額を寄贈していただくこの活動は、今年度で１０年目になり、長きにわたって三

栄林産様より卒業生にプレゼントしていただいています。児童や保護者にとってこのような心温まるプレゼント

は思い出に残る一生の宝です。 

加太小 学校だより 
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～６年生 奉仕作業～ 

６年生が、６年間過ごした加太小学校の図工室をきれいに

しようと奉仕作業を行いました。図工室の窓ふきをしたり、流

しや水道の蛇口をピカピカに磨いたりしてくれました。 

６年生のみなさん、ありがとう。 

～２・４年生 梅見学に行きました～ 

 加太の自然を活かした食につながるふるさと学習として

３・４年生が、北在家の梅栽培圃場で梅の収穫体験を行っ

ています。梅の実が実るのは６月頃ですが、梅の花が咲くの

は２月末から３月初めです。「もうそろそろ梅の花の見ごろ

の時期だよ。」と地域の方に教えていただき、３月１日に２年

生と４年生が梅の花の観察に行きました。観察後は、 

地域の方の案内で、７０本の梅の木の間を散策しました。自

然の中での季節感あふれる学習となりました。 

３月の学校風景 

～５年生 ジャガイモの植え付け～ 

 来年度６年生の１学期の理科では、ジャガイモを使って「植

物のつくりとはたらき」の学習をします。その実験材料になる

ジャガイモを今から育てます。実験に必要なものを自分たち

で育てることから実験は始まっています。子どもたちは実験も

もちろん楽しみですが、作業をしながらジャガイモを使って何

を調理しようかと話に花が咲いていました。 

～１・２年生 学校医さんによる歯磨き指導～ 

１・２年生対象に学校医さんに歯磨き指導をしていただき

ました。虫歯のできる原因や虫歯ができないようにするため

の３つのポイント（歯磨き・強い歯・おやつ）をわかりやすく

教えてもらいました。また、歯の生え際や隙間、奥歯などをし

っかり磨くように磨き方も教えてもらいました。歯磨き指導を

受けた子どもたちは、給食後、教えてもらったことを思い出し

ながら１本１本丁寧に歯磨きをしていました。自分の大切な

歯です。よりよい歯磨きの習慣を身に付けてほしいと思いま

す。 

～６年生 関中学校の先生による出前授業～ 

小学校から中学校への進学で、子どもたちは３つの大きな環境の変化に遭遇します。一つ目は、大きな校舎、広い運動場に移
ることによる物的な環境変化、二つ目は、新しい先生、新しい友だちなどに出会う人的環境変化、三つめは、新しいルール、雰囲気
などの中に入っていく社会文化的変化です。また、小学校の学級担任制から教科担任制への移行も子どもたちにとっては大きな
段差となります。そこで、関中学校校区では、小中連携との取組として、中学校の先生に来ていただく出前授業を来春入学する６
年生向けに行っています。今年度は、体育の授業で「アルティメット」を行いました。子どもたちは、初めての競技へのワクワク感か
ら授業の魅力にすぐ引き込まれ、存分に授業を楽しみました。授業後には、中学校の先生に子どもたちから出される質問に答えて
もらったり、振り返りカードに中学校の先生からメッセージを書いてもらったりしました。子どもたちの不安も少しずつ解消され、安
心したようでした。 

 

 

 

 

 

 

 


